創作プロセスと創作におけるプランの役割のモデル構築 : 相互行為論にもとづく集団創作活動のフィールド研究 by 土倉 英志






学 位 の 種 類 博士（心理学）
学 位 記 番 号 人博 第 107号




論文審査委員 主査 教 授 沼崎 誠
委員 教 授 山下 利之




























































































































































めには、相互行為論のように、‘行為者の志向が向いていること’だけでなく、‘〈 い ま ･こ
こ 〉 では志向が向いていないものの、かつて志向が向いた結果として〈 い ま ･こ こ 〉に在
るもの’（＝相互行為の歴史）をも取り扱うことが求められることがある。そこで、相互行
為論にとどまりつつ、「相互行為の歴史」をどのように扱うことができるかを考察した。その
結果、2 つの相互行為場面をまたいで存在する「資源」と「研究者」を、2 つの相互行為
場面をつなぐ蝶番として、記述に限定を設けることで、無節操に超越的な視点をとったり
(＝超越的視点モデル)、視点を偏在させたりする（＝視点の遍在モデル）ことなく、「相
互行為の歴史」を取り扱いうることを論じた。この理論的視点を「相互行為の蝶番モデル」
と名付けた。
さいごに 12 章では、ふたたび創造性をテーマに、本論文が創造性研究に果たした貢献を
論じた。「社会的・歴史的に創造的なものはいかにして生まれるか？」という問いについて、
まずは、「創造者の視点」から、社会的•歴史的に創造的なものを生むためにどのような方
略をとりうるのかを、これまでの本論の議論に即して整理した。つぎに、創作対象に用い
られる諸資源、さらにはそれを包含する「ドメインの視点」から上記の問いを検討した。
「ドメインの視点」に立てば、社会的・歴史的に創造的なものは、長期にわたって持続する
ドメインが、短命な人びとを自身を媒介させ、創造に向けて奉仕させることで果たされると
いう見方をとりうること、この見方をとることで徙来とは異なる創造性研究が拓かれる可
能性があることを論じた。
以上
